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 ① 
 

  ６ 月 １０ 日(土) 

 
「 ジェンダー学への招待 」 ～‘家族’から考える ～ 
田 間 泰 子 さん     大阪府立大学 人間社会システム科学研究科 教授  

 ② 

６ 月 １７日(土) 
「 女性 と 貧困 」 ～ 格差社会の中で ～ 

中 野 冬 美 さん     女性のための街かど相談室「ここ･からサロン」 共同代表 

③  

６ 月２４日(土) 

「 二極化する 女性の労働 」  
～ 『女性活躍推進』のキーワードとは ～ 
横 山 由 紀 子 さん       兵庫県立大学 経営学部 教授   

 
④ 
 

７ 月   １ 日(土) 

 
「 ジェンダー平等 と エンパワメント 」  
～ 誰もが生きやすい社会をめざして ～ 

井 山 里 美 さん   

 

 

主 催  宝塚市立男女共同参画センター・エル 
宝塚市指定管理者 

NPO 法人 女性と子どものエンパワメント関西 
宝塚市栄町 2－1－2「ソリオ２」4階 

電話：0797-86-4006 FAX：0797-83-2424 

http://www.takarazuka-ell.jp/ 

（駐車場はありませんので、公共交通機関でお越しください） 

★ 日  時  ：  6 月 10 日 ～ 7 月 1 日の土曜日、各 10～12 時  [ 4 回講座 ] 

★ 対  象  ： テーマに関心のある方  40 人   <先着順> 

★ 保  育  ： 10 人 (１歳～就学前まで) 無 料  要予約 

★ 申込み  ： 5 月 1 日（月） 9:00～  電話 または 窓口、センターＨＰ から受付   

宝塚市立男女共同参画センターへ 

★ ★ ★   6 月 23 日～29 日 は 「 男女共同参画週間 」 です   ★ ★ ★ 

 

世界経済フォーラム（WEF）が発表した各国の男女格差（ジェンダーギャップ）を示す 

男女平等ランキング 2016 で、日本は 過去最低水準の 144 か国中 111 位＊となりました。 

「 男女の所得格差 」「 管理職の女性比率 」「 女性国会議員の割合 」など、 

『 経済活動への参加と機会 』・『 政治への参加 』の分野が低迷しています。 

男女の格差が大きくなる背景には、どんな問題があるのか？ 

『 女性の活躍推進 』に必要なものは、何なのか。ジェンダーの視点で一緒に考えてみませんか。 

参加費 

無 料 

ＮＰＯ法人女性と子どものエンパワメント関西 
事務局次長 

【 いずれも 10～12時 】 

明日に 

 つなぐ 
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 田間
た ま

 泰子
や す こ

 さん    

大阪府立大学 人間社会システム科学研究科 教授 
 

『問いからはじめる家族社会学』(共著,有斐閣,2015 年)。『アジアの出産と家族計画』

(分担執筆,勉誠出版,2014 年)。「戦後史のなかの家族－その形成と変容」(『岩波講座

日本歴史 19 近現代 5』,2015 年)。『「近代家族」とボディ･ポリティクス』(世界思想

社,2006 年)。大阪府立大学女性研究者支援実施責任者(2010～15 年)､女性学研究

センター兼任研究員、東大阪市男女共同参画審議会委員長(2015 年～)。 

中野
な か の

 冬美
ふ ゆ み

 さん    

女性のための街かど相談室「ここ･からサロン」共同代表 
 
長年シングルマザーの当事者団体で活動。DV やハラスメント､貧困など､困難 

を抱えた女性のための相談･支援活動に従事している。産業カウンセラー､キャ 

リアコンサルタントとして､宝塚市･西宮市･兵庫県の各男女共同参画センター

の「女性のためのチャレンジ相談」相談員のほか、大阪大学ハラスメント相談

員も務める。 

 

 

横山
よ こ や ま

 由紀子
ゆ き こ

 さん    

兵庫県立大学 経営学部 教授 
 

神戸商科大学経済研究所助手､兵庫県立大学経営学部講師､准教授を経て､

2016 年より現職。専門は労働経済学および社会保障論。女性の経済的自立を

主な研究テーマとし､女性の就業意識や就業行動について調査･分析している。

兵庫県職業能力開発審議会委員等。 

井山
い や ま

 里美
さ と み

 さん  

NPO 法人女性と子どものエンパワメント関西 事務局次長 
 
大学卒業後､学校法人園田学園女子大学英文学研究室の助手として勤務。同大学 

退職後､高校講師､学習塾講師等を経て､1995 年より CAP スペシャリストと

して活動を開始する。神戸市看護大学非常勤講師､園田学園女子大学公開講座講 

師､羽曳野市男女共同参画推進審議会委員､神戸市立つつじが丘小学校評議員。 

 

 

＊『 ジェンダーギャップ指数』とは ＊ 
 

世界各国の男女平等の度合いを指数化した世界経済フォーラム 

(WEF)発表の「ジェンダー･ギャップ指数 2016」で、日本は 144 か国中 

111 位となった。経済参画・教育・政治参画・健康の４つの分野 14 項目の

データから、男女格差の少なさを指数化し、その平均で総合順位が決めら 

れている。 

1位   アイスランド 

2位   フィンランド 

3位   ノルウェー 

4位   スウェーデン 

5位   ルワンダ 

6位   アイルランド    

7位   フィリピン 

8位   スロベニア 

9位   ニュージーランド 

10位   ニカラグア 
・ ・ ・ ・ ・ 

★111位   日 本 


